●集合写真で場所取り

身勝手で自信のない人ほど、いつもちゃっかり中央にいる

　公式性の高い会合があったときは、皆がきちんと並んで写真を撮る。記念と記録のためで、大抵はプロの写真家に依頼する。最前列の中央に最重要人物が座り、その両脇から重要度の序列に従って座っていく。後ろの列についても、中央から横へいくに従って、「その他大勢度」の度合いが増していくことになる。

　自分の地位や力量を誇示しようと思ったら、できるだけ中央に近く、何列にもなるときにはできるだけ前列に位置する必要がある。各国からの首脳が集まった会議があるとき、メディアの報じる集合写真を見れば、それぞれの国の力や国と国との力関係がよくわかる。もちろん、あまり仲のよくない国の首脳可士が隣り合って並ぶこともない。

　居る場所によって位階の上下がわかるところから、身分や地位などを意味する「位」という言葉ができたようだ。どこに位置するかという物理的な事実が、その人の社会的な地位を象徴的に示すことになる。したがって、何人かで席に着いたりするときは、その席次については神経を使わなければならない。できるだけ、事実上の地位や人間関係に配慮して考える。その点において問違えると、せっかくの会合も、多くの人が不満を抱いたままに終わってしまう。

　友人たちの集まりで撮るときは、同じ集合写真であっても、何となく特に仲のよい者同士が隣り合うくらいで、席次を気にすることはない。だが、友人同士といっても同窓会などという公式性がある会合の場合になると、少し事情が異なってくる。

　恩師が出席すれば、当然のことながら、前列中央に座る。その横には、何となく皆が提案するようなかたちで、同窓会の世話をした幹事役の人たちが座るのが普通だ。それ以外の人たちは、それぞれ思い思いの場所を選ぶ。その場所の選び方を見ていると、人の性格が如実に表れているので、実に興味深い。

　自己顕示欲の強い人は、できるだけ前の中央に近い席に座ろうとする。撮影の場が設定されたときから、虎視眈々よい場所を狙っている。皆で並ぶという「号令」が掛かるや否や、いち早く場所取りをする。すぐに目指した席には座らないが、その前辺りに立って、ほかの人には座れないようにしている。その巧妙さには舌を巻くばかりである。

　同窓会の時ごとに撮った写真があるときは、並べて見てみるとよい。恩師の近くに位置する人は、大体において決まっている。いつもちゃっかりと中央部分に位置しているので、偶然ではないことがわかるだろう。身勝手な人であって自信のない人である。学校時代の成績も抜群ではなく、現時点の社会における活躍度もそれほど高くはない。

　優等生であって立派な仕事をしている人は自信があるので、鷹揚に構えている。その時どきの流れに任せて、友人たちと一緒に写真が撮れることだけで十分に満足している。争って席を取ろうなどとはしない。劣等生であった人は、身の程をわきまえているかのように、控え目に振る舞っている。旧交を温め懐かしさに浸っているので、これもしゃしゃり出るような図々しさは持ち合わせていない。

「しつこい背後霊」といわれないように撮る側にもなる

　同窓会に限らず、集合写真で中心人物の近くに位置しようとするのは、我の強い人である。半ば無意識のうちに、席取り合戦のテクニックを習得している。そこまで我勝ちに白分をアピールしようとしても、互いに能力や実績を知っている者同士の中で、どれほどの効果があるかは疑わしい。自己中心主義の出しゃばりというレッテルを貼られる結果になって、評判を落とすだけである。実際に、自分は気づいていなくても、ほかの人はその点について知っていて、さらにそれを確認することになる。品が悪い人であると決めつけられてしまう。

　また、そのように出しゃばる人は、グループで集まったり旅行したりするときも、皆がそれぞれに撮る写真にできるだけ加わりたがる。特別に親しい者同士だけで撮ろうとしていても、強引に割り込んでくる。したがって、どの写真にもいつの間にか入ってきて写っている。そこで、「しつこい背後霊」などと陰口を叩かれるようになるのである。

　特別に親密な者同士としては、そこに招かれざる「第三者」が侵入してきて、同じ写真の中に入ったのでは、面白くない。せっかくの仲に水を差された結果になるからだ。近くにいたときに誘われなかったら、ほほえんで見守るとか、シャッターを押す役目をしようと申し出るとかしたほうがよい。人がしてほしいと思っていることをするのは品のよい人で、人が嫌がることをするのは品の悪い人であることを忘れてはならない。

●寸借詐欺

　同窓会など友人同士の会合がお開きになったとき、再会を約しながら三々五々帰っていく。

名残を惜しんで立ち話に熱中している人たちもいる。その中で皆に別れの挨拶をしながらも、どっちの方向にどのような交通手段で帰っていくのかを聞いている人がいる。

　単に一緒に帰ろうと思っているのではない。誰か車に乗ってきている人かタクシーに乗って帰ろうとしている人で、自分の家の方向に行く人はいないか、と探しているのである。そういう人が見つかると、自分に都合のよい駅まで乗せていってもらおうとする。タクシーの場合は相乗りをしようとするのではない。人がどこかまで乗っていく途中で降ろしてもらうのが目標である。

　あくまでも「ついでに」を狙っている。文字どおりの便乗である。したがって、タクシーを利用する場合でも、自分は途中で先に降りるのであるから、金を払わなくてもすむ、と考えている。一応は自分が降りるときに、「ここまでの分は支払わなくては」などというが、相手は「どうせ私は乗り続けるのだから」といって、金を受け取りはしない。それ期待もしている。

　実際、「支払わなくては」という言葉の中に、その期待が込められている。支払う義務があるのだが、進んで支払う気持ちはないというニュアンスを、漢然とではあるが、読み取ることができる。また、正確に割り勘にするとなると、自分が降りるところまでの料金の半額ずつにしなくてはならない。先に降りる人がそこまでの金額を支払ったのでは公正にはならない。やはり、最後まで乗っていく人は「いずれにしても」乗っていく区間であるから、全額を払っても元々である、という結果になる。

　便乗する人は単なるケチではない。人を利用して自分が得をしようとしているので、その点が汚い。そのみみっちい計算高さと、ちまちました深慮遠謀には、品の悪さを色濃く感じる。誰でも、できれば敬遠したいと思う人である。

　そういう人は、出発点から目的地まで一緒にタクシーに乗っていても、特に近距離であったら、まずは進んで代金を支払おうとはしない。ほかの人が財布を取り出した後で、自分の財布がどこにあるかきちんとわかっているにもかかわらず、時問をかけて探すふりをする。ほかの人が支払ったのを確かめたうえで、「いいんですか」などといい、次いで「ありがとう」と礼をいうことによって、相手との問に貸し借りがない点を確認するのである。

　もちろん、以上のような憶測をすること自体が、「下種の勘繰り」であるとして、下品だと決めつけられるかもしれない。ただ、そのように振る舞う人はいつも決まっているので、そのように邪推せざるをえない。自分の心の奥底には、どこかで自分の利を図ろうとする気持ちがあり、それを「知性」や「教養」で抑えている。したがって、自分の心理の深層まで虚心坦懐に突きつめていってみれば、人の心を推測することも可能になるのである。

立て替えさせておいて、その後清算しない人

　また、友人たちと一緒にいるときは、小さな金額を一緒に支払うときに、立て替えてもらう場合がある。はっきりと口に出して「一緒に支払っておいてくれ」などという場合もあれば、その点を暖味にしている場合もある。いずれにしても、金額の多寡にかかわらず、立て替えてもらった金は借りた金であるので、できるだけ早く返さなくてはいけない。

　金額が小さければ小さいほど、借りた側は忘れてしまう可能性が高い。だが、貸した側はよく覚えているものだ。借金を返すのを忘れていると、自分の信用がなくなり人に信頼されなくなることを忘れてはならない。

　いつも小銭の持ち合わせがないといって、人に立てかえさせて、そのままで清算をしようとしない人もいる。そのようなことが度重なってくると、友人たちもその癖に気づくようになる。ちょっとの間だけ借りるような風情を示すが、初めから、返そうとする明確な意思はない。支払いを迫れば返してくれるのであるが、友人たちも面倒くさいと思って放置するので、そのままになってしまう。

　積極的にだまそうとする意思はなくても、結果的にはだましたのと同じことになる。それは「寸借詐欺」にも等しい行為である。しかも、その常習者である。そうなると、品がよいとか悪いとかの次元ではなく、小さなことであるとはいえ、犯罪のにおいがしてくる。みみっちさも高じれば犯罪になる危険性があることを忘れてはならないだろう。

●のぞき見

手帳や財布、カバンの中をのぞこうとする人

　社会人になったばかりのころに仕事の関係で知り合いになり、考え方が似ていたので、長い間にわたって私的にもつきあうようになっていた人がいる。久し振りに会って一緒に昼食をとっていたときのことだ。こんど娘が結婚することになったので、その披露宴に出席してほしい、といわれた。

　その娘さんもよく知っているので、私も招かれたことを喜び、ぜひ出席したいと思った。その日時を聞き、いつも持ち歩いている手帳を取り出して見た。ところが、同じ日のまったく同じ時間に私の教え子の結婚披露宴の予定が入っている。非常に残念に思ったが、先約を守るのが鉄則である。

　手帳を開いたままで、その旨を伝えたのであるが、そのときにとった彼の行動には驚惜した。身を乗り出してきて、私の手帳をのぞき込んだのである。私がうそをついているとでも思ったのであろうか。それにしても、個人的な手帳には、プライバシーの塊ともいうべき情報が詰まっている。その不作法な振る舞いは、私にとっては大きなショックであった。それまでの長年のつきあいに亀裂が生じたように感じた。

　人の手帳や財布、それにカバンやハンドバッグ類の中は、のぞき見るものではない。自分が見られたくないものは、人も見られたくない。常にそのように考え判断していけば、人に嫌がられることをしたり品の悪い人だといわれたりすることもないはずだ。

 温泉に行って大浴場に入るときなども、人の裸をジロジロと見るのはルール違反である。物理的にはのぞき見をするのとは異なるが、裸はプライバシーの度合いの強いものであるから、本来はこっそりとしか見ることができないという原則から考えれば、してはいけないとわかる。

　風呂の中で人を見るときは、顔に焦点を当てて、そこだけ見るように心掛ければよい。そうすれば、衣服を着ていれば目にすることのない部分を見ない結果になる。それは、一般的に衣服をまとったかたちで、男性が女性に相対するときにも、品よく振る舞うための秘訣である。とにかく、相手の顔に焦点を当て続けていればよい。

　裸を見るといえば、性的好奇心から女風呂をのぞき見る男のことを出歯亀という。これは、明治時代に出っ歯の池田亀太郎という男がいて、女湯をのぞく常習者であって性的殺人事件まで起こしたところからきている。

　英語でも同じように、性的好奇心でのぞき見をする者を意味する表現には、個人の名前がついている。ピーピング・トムといわれ、のぞき見をするトムという意味だ。イギリスの伝説に由来がある。ある領主の妻にゴディバという女性がいた。もし裸で白馬に乗って町の中を通れば、住民に課している重税を軽減する、と夫が約束してくれたので、彼女はそれを実行した。そのとき、ほかの人たちは皆いわれたとおりに窓を閉めていたのに、洋服屋だか肉屋だかであったトムという男が、裸のゴディバをのぞき見した、という話である。

　こっそりという陰険さが卑劣さを増幅させている。だが、たとえ正々堂々とであっても、見るべきではないといわれているものを見れば、下品な振る舞いであるとする非難を免れることはできない。

「見てはいけないもの」は見る人が悪い
　よく「見てはいけないものを見てしまった」などという。「見てはいけない」とは、見るべきではない、という意味であるから、悪いのは見られたほうではなくて見たほうである。見た人に責任があるので、見た人が後始末をするなりして善処すべきだ。見る以前の状態に戻ることができれば、責任を免れることができる。だが、それは実際には、不可能である。

　次善の策として考えられるのは、見なかったことにするくらいしかできない。できるだけ忘れることに努める。せめて、人にはいわないことだ。そうすれば、社会的な観点からすれば、見なかったのと同じ結果になる。もちろん、犯罪に関係するような事件などの場合は、見なかったことにすれば、市民の義務を怠ることになるから、これは例外だ。

　友人が配偶者以外の異性と仲よくしている現場を見たときなどは、道徳的には問題があるが、プライバシーにかかわるものとして、見なかったことにするのが妥当ではないだろうか。また、見てはいけないと思われるものを偶然にも見てしまいそうになったときなど、意識的に目を逸らすくらいの配慮が必要であろう。

　大局的には、どちらにしても大差がないと考えられるときは、マイナスの要因の多いものは白日の下にさらさないほうがよいはずだ。自分を品よくするだけではなく、ほかの人も人目に品よく映るようにするのが、品のいい振る舞いではないだろうか。

●人の収入について質問

個人的なつきあいにビジネスの考え方を持ち込む

　仕事のよくできる仲間がいた。打てば響くという表現がぴったりで、何かちょっとしたことでも働きかければ、即座に反応が返ってくる。重要な案件についても、即断即決である。もちろん、慎重に検討をしているのであるが、そのスピードが速い。それに行動が伴っているので、非常に頼り甲斐のある仕事仲間であった。

　議論をしているときでも、ズバリと核心を突いた質問をするので、同席している人たちの緊張感も高まり、士気を鼓舞する結果にもなる。すべてにおいて回り道は避け、最短距離を突き進んでいく。思い悩んだり考えあぐねたりすることはないので、彼の仕事の流れには「賛肉」などのつく余地はない。

　仕事の場では難癖のつけようもなく、このうえなく信頼できる人であったが、個人的なつきあいの場では、ちょっと困るようなことがあった。仕事の場とまったく同じように、すべての点において、歯に衣着せぬものの言い方をするのだ。プライバシーにかかわるようなことについても、ストレートに聞いてくる。

　仕事の場における活躍ぶりを知っている者としては、彼一流のやる方であっても、別に悪気があってのことではないと理解できる。したがって、当惑はするものの、腹も立てることなく対応ができる。しかしながら、彼を知らない第三者であったら、何と無作法な人であるかと思ってあきれ返るはずである。

　たとえば、「君の年収はいくらぐらいか」といった質問を平気でするのだ。仕事の場の延長にいるというメンタリティないしは錯覚に陥っている仕事仲間であったら、多少はためらうものの、正直に答えてしまうこともある。彼白身もビジネスの感覚をそのまま持ち続けている。個人的な会話のモードに転換しなくてはいけないのに、していない。

　ビジネスの場では、その目的に従ってストレートに考えていう。だが、個人的な事柄については、白分の思惑だけではなく、相手の感情にも配慮したうえで口を開く必要がある。ビジネスの場におけるコミュニケーション方式を、そのまま個人的なつきあいの場で適用するのは間違いである。この点における使い分けを上手にしないと、ビジネスの場ではできる人として高く評価されても、一般的な生活の場では品のない人として敬遠される結果になる。

「食べていくくらいは稼いでいる」が上手なかわし方

　さらに、人の収入に関する情報にはプライバシーの度合いが高い。個人的にどのくらいの金を稼ぎ、どのくらいの金銭的価値のある財産を持っているかによって、その人がどのような生活をしているか一応の推測がつく。仕事のうえで、どのくらいの金を動かせるかというのも、その人のビジネス社会における地位と権力を示す指数の一つになる。

　現在の社会には、残念なことであるが、金銭至上主義のにおいが濃い。したがって、金が、特定の人の能力や才覚、それに成功度などを測るための、わかりやすい尺度になっている気配がある。それだけに、金に関するデータは個人の極秘情報である。外部の人に教える必要はない。

　収入に関しては、税金をきちんと払っている限りは、特別な例外を除き、公開する義務はない。個人の収入を極秘に扱っている典型的な例は、企業内の報酬や給与の場合である。能力主義を標榜している企業では、成果や業績を反映した給与体系を採用している。そのシステムが実際に公正に作動しているかどうかを確かめるためには、支払われた給与を公開するのが手っ取り早い方法だ。だが、そのデータはべールに包まれたままである。

　経営や運営の責任が明確である役員の場合でも、その報酬については、公開されることがない。それについては、最も知る権利のある株主に対しても、役員報酬の総額がシメされるだけで、個人についての金額は秘密にされている。

　いくら仕事仲間であるといっても、人の年収などについて聞くのは、単なる興味本位の質問である。低次元の話であるから、自分の評判を落とし、品格を疑われても仕方がないだろう。また、その金額を知ることができたとしても、自分にとっては何の役にも立つことはない。

　聞かれた側としては、「食べていくくらいは稼いでいる」などといっておけばよい。軽くかわして相手にしないことだ。そこで逆襲よろしく相手の収入について聞いたりしたのでは、同じ穴のむじなになってしまう。いずれにしても、相手も情報をくれるはずはないので、気まずい雰囲気になるだけである。

●詮索好き

「ちょっとだけ」といって平気でプライバシーを侵害する

　好奇心が並外れて旺盛で、知り合いになった途端に、いろいろと知りたがる女の人がいる。普通は知りたいと思うことがいろいろとあっても、いちいち細かく聞くのはあまりにも無作法であると思って、質問は差し控える。だが彼女の場合は、まず職業を聞くことから始まり、どこに住んでいるかなどと、立て続けに聞く。

　相手が女性であれば、年頃によっては、未婚か既婚かを聞いたうえで、夫の職業や地位までも聞いていく。相手は土足で家の中に入ってこられるように感じて驚く。しかし年下の人であれば、ついその勢いに押されて答えてしまう場合もある。

　その女性に住居の所番地を知られたら、もっと嫌な目に遭う。数日のうちに訪問をされる羽目になる。「ちょっと用があって近所まで来たので」というのが理由であって、ここでも「ちょっとだけ」といって上がり込んでいく。外観から始まりインテリアや家具などと、実に巧妙に次々とほめていく。「ちょっとだけ」を連発しながら、家の中をあちこちと見る。

台所やトイレの中までのぞいてみるのである。台所は主婦の城のようなもので、一般帥には人に入ってこられるのを嫌がる。いくら招かれた客でも、できるだけ入っていくのを控えたほうが無難だ。もちろん、勝手に冷蔵庫を開けて中を見るなどというのは、以ての外の所業である。

　トイレも私的なニュアンスが強い部分である。日本でも水洗方式になって久しいが、汚くなる可能性の高いところである。毎日きれいに清掃していても、できるだけ人の目には触れられたくない。したがって、人の家に行っても、できるだけトイレを使わないようにする心掛けは、その家の主婦には感謝されるはずだ。

相手と同じ質間を返すのが失敗しないための鉄則

　さて、 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(くだん),件)の女性の話であるが、家に押し掛けていって中を見て歩くのは、入り口で靴を脱いではいるものの、文字どおり土足で入っていくに等しく、完全にプライバシーの侵害である。さらに、この女性には稀に見る悪い癖がある。着物であれ洋服であれ、人が身につけているものを「きれいだ」とか「お似合いだ」とかいってほめるのはよいのだが、同時にさっと近くに寄っていって、手で触るのである。

　着ているものを触られた側としては、材質について品定めをされたようで、このうえなく嫌な気分だ。それに、自分が大切にしている衣服に手垢をつけられたと感じる。実際に一回くらい触った程度では、物理的に汚れることはなくても、心理的には汚されたと思う。

　これまでに見たこともないような生地であれば、触ってみたいと思うのも自然だ。だがそのときは、せめて本人の承諾を得た後でなくてはならない。親しい人に「ちょっとでいいから触ってもよいか」といわれたら、それを拒絶することはできない。したがって、そのような「依頼」も相手の感情を害さないようにと、慎重に考えたうえでする必要がある。

　このぶしつけな女性について困ったことは、本人にはそのように強引な振る舞いをしているという意識が、まったくない点だ。着物を触られそうになった女性が、「触らないで」といって身を引いたときにも、本人はそれほど驚かなかった。そのとき周囲にいた、ほかの人たちは、彼女の癖を知っているので、触るなといった女性の勇気に感心していたが。

　女房の浮気について、「知らぬは亭主ばかりなり」という川柳がある。それをもじって、悪癖については「知らぬは本人ばかりなり」ということができるだろう。癖のない人はいない。その点を銘記したら、家族や親友など身近にいる親しい人に、自分にも悪い癖があるはずだから、それを教えてくれるように頼んでみる。

　悪癖がないといわれたら、相手が親身になって考えていないか、うそをついているかのどちらかである。執拗に依頼を繰り返して、相手が何かいってくれるまでは引き下がらないくらいの心構えが必要だ。さらに、悪い癖がわかっても、直すまでには時間がかかるので辛抱強く構えていかなくてはならない。

　ここで例に挙げた女性の詮索好きは度を超えている。だが、ちょっと油断すれば、誰でもそれに近いことをいったりしたりする危険性がある。最初から個人的な情報を聞き出そうとしないことを鉄則にする。聞きたいことがあっても、会話の端々から推測するに留めておく。

　相手が聞いてきた質問に対して答えた後で、同じ質問を相手に返すようにしておけば、無難だ。それが相手の人格を傷つけないで、自分の品格を守る道である。

●大口を叩く

自分の関わる仕事の金額を自慢する

　同窓会の二次会では、皆が思いつくままの話題について、好き勝手なことをいっていた。建設関係の企業で働いている男が、その事業規模の大きさにっいて金額なども示しながら話している。仕事に対して打ち込んでいる熱意は感じられるものの、得意になっている様子は隠し難い。その周囲にいる人たちは、メディアの報道などで何となくは知っていることなので、あいづちを打ちながら聞いている。

　すると、こんどはほかの友人が、自分が携わったことのある仕事についての話をし始めた。外資系の金融機関に勤めている男なので、彼の口から出てくる金額は、さらに桁違いの大きさである。自分が関係する金額のほうが大きいという自慢話を、暗にしている結果になっている。金融関係の仕事であるから、その扱っている金額が巨額になるのは当然のことだ。

　遠慮なく心を開いて話せる旧友同士であるから、金額の多寡に関する自慢合戦になっても、いい争いに発展していくことはない。しかし、冷静になって第三者の目から見れば、子供じみた自慢をしているだけだ。そこへ、ちょっと酔いが回ってきた男が割り込んできた。

　「君たちは、いくらいくらだといって大きな金額の話をしているが、それは会社が扱っている事業の話ではないか」というのである。彼は会社組織にしてはいるが、社員も数人しかいなくて、ほとんど一人で走り回って仕事をしている人だ。自分の事業規模は大会社に比べれば取るに足りないものであると認めたうえで、しかしながら自分の事業で動かしている金は自分自身のものだ、と主張する。

　同じ金であっても、組織の金と自分自身の金とでは、その重みはまったく異なっている。ところが、長い期問にわたって組織の中にいると、組織のものも自分のものであるかのような錯覚に陥ってしまう。一所懸命になって組織のために働いているうちに、組織と自分が一体化してしまうのだ。特に組織の中における地位が上がっていくと、その意識は強くなる傾向がある。

　そうはいっても、不祥事などが起こったときは、その途端に、自分は組織の中の歯車の一つにすぎない、などという考え方をする。責任は取りたくないといって、組織との間に距離を置こうとするのである。そのような人に限って、よい成果が上がったときは、それに対する自分の貢献度をできるだけ過大評価しようとする。成果を取るに早く、責任を取るに遅い人である。

　よく、自分が社長であったときに、輝かしい業績を上げたことを誇る人がいる。もちろん、トップにいる人の決断と献身的な努力がなかったら、そのようにはならなかったはずである。底辺近くにいて「従った」人よりも、上にいて「リーダー」であった人の貢献度が比較的に高いことは確かだ。しかし、それも「比較的」である点を忘れてはならない。

　社長という肩書きがあったので、外部の人であれ内部の社員であれ、いうことを信用したり聞いてくれたりしたのだ。肩書きは、ある程度は実力で手に入れたものであるが、それ自体は実力ではない。

「運と人々のお陰」と考えると品が高まる

　英語に「ライオンの皮をかぶったロバ」という表現がある。「虎の威を借る狐」と同じような意味だ。肩書きはライオンの皮であり、自分はロバである、と常に自覚しているくらいの謙虚さが必要ではないだろうか。業績が上がったにせよ、驚異的な躍進が遂げられたにせよ、献身的で優秀な部下に恵まれていたからである。また、時流も自分に与してくれたのかもしれない。すべてタイミングがよかったのである。運がよかった、と僥倖を喜ぶべきだ。

　友達同士で自慢しあっても、もともとの底が割れている。特に学生時代の友人であれば、お互いに実力の程度は知れている。学校のときに成績に上下があったとしても、同じ学校の中であれば、どんぐりの背比べのようなものだ。もちろん、卒業してからの努力の違いによっては、大きな差がつく。だが、努力ができたりできなかったりした環境についても、運の要素がある点は否定できない。

　組織の中にいなくて一匹狼のようにして仕事をしてきた人でも、身近で陰になり日向になり支えてきてくれた人たちがいる。もちろん、取引先などの仕事の相手は協力者である。やはり、多くの人々に助けられてきた点においては違いがない。自分独りで努力して成し遂げたと思っても、人々のお陰であり運がよかったのである。そのように考えて振る舞う人には余裕があり、その余裕が人品骨柄を高めていく。

●人と知り合うことをビジネスの「販路拡張」と考える人

　知り合いになった途端に、いろいろな催しや会合に誘ってくる人がいる。関係している団体やグループなどの活動に関するものから自分自身が企画しているものまでと、こちらに関心があるかどうかにはまったく頓着しないで、案内状などを送ってくる。

　会ったときに、そのような分野に関連して話が弾んだとか、興味を持っている旨を表明したとかの事実があれば、当然のことである。情報網が広がったことを喜び、見聞を広める機会に参加しようと思うかもしれない。だが、どのようなことに関心があるかも知らない人に対して、何でもよいから「案内」を送っておこうとする姿勢は、不快感を与えるだけである。

　また、その会などへの参加に対して会費を要求するような場合は、押し売りをしようとしている結果になる。嫌がられ敬遠されるのは火を見るよりも明らかである。人問同士としてつきあおうという姿勢がまったく見えない。自分のビジネスなどの「販路拡大」に対する手段の一つとしか考えていない。

　初めからお互いに仕事上の関心ないしは欲気があったときは、大いに情報交換をしたり押し売りを試みたりするのもよい。それぞれがそれぞれの立場において利が図れるかどうかを考えたうえで、対応をしていく。押し売りに対しては、将来の利益をもくろんだ投資のつもりで「つきあい買い」をするかもしれない。ビジネスは計算ずくでできる。計算どおりにいかなかったら、自分が下手なことをしたからだと思って諦めもつく。

　しかしながら、人間としてのつきあいをしていく場面では、お互いの思惑を推測しながら少しずつ近寄っていくのが常道だ。そのような流れが、一方の恣意によってかき回されたら、他方は信頼を裏切られたという思いを抱く。そこで、つきあいが頓挫したり消滅したりするのも当然だ。

友人に出費をさせない

　パーティーなどで会えば話をするうちに名刺を交換することになる。名刺のほとんどは仕事上のためにつくられている。したがって、組織の名称や肩書きが印刷されている。その名刺をビジネスには関係のない場で交換するので、仕事と個人の生活とを混同して考える結果になるようである。

　私はプライベートな場で人と会うときのために、氏名、住所、電話番号、ファクス番号、それに電子メールアドレスだけを印刷した名刺をつくって持ち歩いていたことがある。しかし、どのような仕事をしているかと必ず聞かれるので、働いている事務所や組織の名称をその裏に印刷したものを使うようになった。結局、名刺はビジネスカード、すなわち業務用名刺なのである。

　名刺はもらったら、その相手に自分の名刺を渡すのがルールだ。必ず交換をしなくてはならない。したがって、持ち合わせていないときは、後からでもよいから郵送する。どのような場合でも、もらいっ放しはよくない。パーティー会場などで、突然近寄ってきた人に、話もしないうちに名刺を差し出されても、押しいただいたうえで交換に自分の名刺を渡さなくてはならない。

　政治家に名刺を渡したら最後で、すぐにセミナーやパーティーへの案内を送ってくる。高額の会費を徴収する会であり、迷惑に思う。これは極端な例であるが、それに似たようなことをしている人も少なくない。「危険」を察知した相手に対しては、名刺を渡さないようにておいたほうがよいかもしれない。

　いずれにしても、人間的なつきあいで始まつた関係の中には、政治や宗教に関することはもとより、金銭のやり取りが生じるようなことも持ち込まないのが大原則である。訪問販売の商品を売ろうとするなどは、以ての外だ。学生時代からの仲間で長年にわたって仲よくつきあっていたにもかかわらず、一方が訪問販売を始めて商品の紹介などをしたばかりに、疎遠になったという例は枚挙にいとまがない。

　自分の子供のコンサートの入場券やシーディーなどを買ってもらおうとするのも、明らかに行き過ぎである。それらは贈呈をする場合でも、相手と自分が非常に親密でツウカアの仲でない限りは、控えたほうが無難だ。相手側としても、花束を贈ったり祝い金を包んだりと、何らかの出費を強いられる結果になるからである。

　友人同士のつきあいも、原則的には、当たらず障らずを心掛ける。金銭的にも心理的にも貸し借りが生じる結果になるときは、慎重に考えたうえにする必要がある。友人や知人に金を出させるのは、あまり品のいいことではないと心得ておくのがよいだろう。

●売り言葉に買い言葉

瑣末なことでのいい争いはみっともないだけ

　売り言葉をいうのは下品であるが、それに対して買い言葉をいうのも、まったく同じように下品である。自分を非難したりバカにしたりする暴言を吐かれたら、自尊心を大いに傷つけられる。自分の名誉を守るためには、相手のいうことが問違っている点を論証しなくてはならない。だが、それは防御の態勢を取ることである。

　防御の場合は四方八方のみならず上下も固めなくてはならない。すなわち水も漏らさぬ論陣を張る必要がある。しかし、相手の攻撃に対しては何をいおうと、言い訳や弁解のニュアンスがつきまとうのは避け難い。そこで、攻撃は最善の防御なり、ということになる。防御に回らないで、自分のほうからも相手と同じような調子でいい返していく。

　特に、ほかの人がいる前でひどいことをいわれて黙っていたのでは、相手のいったことを認めたものと思われても仕方がない。それに、負けた姿を人目にさらす結呆にもなる。自分

も強いところを見せておかないと、弱い奴だという風評が広がってしまう恐れもある。きちんとした目に見える対抗手段をとろうとする所以である。

　しかしながら、政治や経済に関することであれ何であれ、社会的に重要度の高い問題について、正々堂々と議論をするのであればよいが、個人的で末梢的なことでいい争いをするのは、みっともない。特に、相手がいわれのないことを、とやかくいっているときは、無視するのが賢明だ。さもないと、相手の立っている低次元の土俵に下りていくことになり、自分のグレードを下げる結果になる。

　反論しないで黙っていたら、相手は「逃げる気か」とか「負けたことを認めるか」とかいってくるだろう。その挑発に乗ったら、相手の思う壷だ。超然としてかかわり合いにならないようにする姿勢を堅持するのだ。ただ道を歩いているだけであるのに、近くの家にいる犬が、その習性に従って吠えてくる場合にも似ている。そこで、「うるさい」といって威嚇しようとすれば、犬はさらに調子に乗って吠えまくる。

　三十六計逃げるにしかず。相手にしないで去っていくのがよい。犬から「負け犬」と見られたとしても、自分の人間としての名誉に傷がつくわけではない。逆に、逃げたほうが自分の品位を保つことになる場合があるのを知る必要がある。

けんかは買わない限り成立しない

　売り言葉に対し買い言葉を浴びせるのは、一種の仕返しでもある。仕返しというのは、まったく生産性のない後ろ向きの行為だ。過去にされたことに対して、その恨みを晴らすというだけである。もちろん、思い悩んでいる自分の気持ちに決着をつけて、新たな前進を図る土台にする、という効果はある。しかし、そのように後始末をつけるために多大のエネルギーを使うのは無駄なことではないだろうか。

　それよりも、恨みの気持ちを即座に捨て、将来に目を転じ前向きの姿勢に切り換えたほうがよい。過去に引き摺られてばかりいたのでは、一歩も前に進むことはできない。それでは、長い人生という視点に立ったとき、負け犬となる運命だ。

　いずれにしても、売りつけられたからといって、必ずしも買う必要はない。賢い消費者は押し売りに近いかたちで押しつけられそうになっても、自分が望まないものや必要のないもの、さらに自分にとって結果的に害になるものであると思ったら、買うことを拒否する。買わなければ商売は成り立たない。売ろうとした者も、最後には、諦めてすごすごと引き上げざるをえない。

　売買においては、その結果に対して、売った者と買った者の双方に責任がある。けんかという、一般的には悪いことも、売りに対して買いがなかったら、まず初めから起こらない。そこで、けんかの当事者はどちらも悪いといわれても仕方がない。そのような点から考えていけば、けんか両成敗という考え方は正しい。

　けんかであれ言い掛かりであれ、社会通念上から考えて悪いことであるカテゴリーに入るものであったら、巻き込まれないことである。立ち向かっていって完全にコントロールできるという自信があれば、受けて立つのもよい。だが、やみくもに応戦しようとするのは、蛮勇でしかない・それは冷静な目から見れば、こっけいというほかなく、品のかけらも感じられなくなる。

　自分が生きている世界とは異なる次元のことであると思ったら、相手にならないで逃げることだ。それが真の勇気であり、自分の品位を失わないための、身の処し方である。
